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昇速度 (T65) に影響する因子が外気温 20'Cを境として、 200C以下では送気温度に強く影響され、一方 200C以上では
種菌と汚泥の比 (F/S) に強く影響されることを明らかにしている。








第 4章では、第 2 章の実験で行った 19 回のコンポスト化運転から得られた最適運転条件の下で、コンポスト製品
の衛生学的安全性を確保するために、最適な切り返し方法について検討している。温度分布のパターンからコンポス
ト化運転における有効殺菌率を推算した結果、殺菌に有効なゾーンは常に上層部に存在し、下層では必ずしも殺菌が
起こらないことを明らかにし、このことから、殺菌効果が見られない下層のみを切り返す Layer turning 法を提案し
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ている。また、本法と従来型の完全混合型 (Conventional turning 法)、切り返しのない静置型 (Static pile 法)に


















入れ替える新しい切り返し方法 (Layer turning 法)を提案し、これが従来のパイル全体を混合する切り返し法より
も、殺菌効率が高いことを明らかにしている。
以上のように、本論文は環境工学、特に廃案物処理工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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